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３. GI基金 CO2分離回収案件の進捗状況

CO2分離回収技術の導入例
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３. GI基金 CO2分離回収案件の進捗状況

CO2分離回収技術に関するノーベル賞受賞

出典：NEDOニュースリリース

クラサスケミカル/日本製
鉄の分離回収技術は、
ノーベル章を受賞した京
都大学 北川進 教授が
開発したMOFを活用

京都大学 北川 進 教授

出典：クラサスケミカル株式会社 事業戦略ビジョン
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３. GI基金 CO2分離回収案件の進捗状況
大阪・関西万博でのCO2分離回収技術の展示

出典：各社ホームページより

エア・ウォーターのCO2分離回収設備

「サーキュラーエコノミー研究所」への出展
GI基金CO2分離回収プロジェクトの実施事業者である
デンソー、エア・ウォーター、東邦ガス、OOYOOの４社が、
万博会場にてブース出展。「命の起源、炭素が生まれ
変わる未来社会のデザイン～NEDOが取り組むサーキュ
ラーエコノミー技術～」と題し、ステージイベントを開催。

RITEのDAC設備

九州大学のDAC設備

名古屋大学のDAC設備







ARL とは？



ARL(Adoption Readiness Level)
：市場受容準備レベル / 導入成熟度



米国にて、Climate Tech.の技術の
TRL＝9(最上位)に到達しても

社会実装に進まない事態が生じ、
DOEが、導入した評価基準が

ARLである。

DOE：アメリカ合衆国政府エネルギー省（Department of Energy）

















ARLを上げるには？



「環境価値」を売るから
『オフテイクを設計する』への

戦略設計

Climate Tech.の『オフテイク戦略』






















